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■イントロダクション 
・銀河のmerger historyをnon-parametricな指標を用いて定量的に調べる最適な方法を模索 
　しているが、観測では遠方銀河の空間構造の評価が難しい 
　→ 高解像度のcosmological SPH zoom-in simulationを利用 
・2≦z≦4の銀河でConcentration(C),Asymmetry(A),Gini(G),M20によるnon-parametricな 
　評価を行い、merger ratio: Rとの関係を調べた。 
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■方法 
・SPH zoom-inシミュレーション上で 
　HST F160Wフィルタを用いた仮想的な観測 
・6つのhalo中に形成された７つのmassive galaxy 
　をそれぞれ144回観測 
 
■結果 
・merger ratioとの相関 
　・Asymmetry(A)はmerger ratio(R)に強く相関するが、C,G,M20ではその傾向はなかった 
　・'merginess' を用いても相関は見られなかったが、face-onの場合は弱い相関があった 
・Asymmetryによるmergerの識別 
　・A≧0.35では、robustにmergerを識別できることがわかった。 
　・例えば、A≧0.8では9/10のmergerを識別し、誤ってmergerに含めてしまう割合は～50%。 
　・A≧1.5では誤判断は減るが、半数程度のmergerしか識別できなくなる 
・mergerを識別するパラメータの時間依存性を調べた 
　・merginessはface-onではややmergerを判別することがあるが、randomな方向を向いて 
　　いる場合では上手く判別できない 
・Aによりmergerを正しく判別する確率は、Δtとthreshold値とともに増加する 
 

■結論 
・z=2‒4のmergerを識別する方法としてAsymmetry(A)を、low-zより高いthresholdで用いる 
　のが最適であることがわかった 

Fig.12 
Asymmetryとmerger ratio(破線)
の時間進化 
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Fig.14 Asymmetryを用いて 
mergerを判別できている割合 

Fig.6 Asymmetry ‒ Merger ratio 
　　mergerのthresholdは 
　　A=0.35/0.8/1.5,R=0.25 

Fig.7 Gini‒M20による分類 
Mergers : G > -0.14 M20 + 0.33 (Lotz+08b) 
   

Fig.10 merginess ‒  
　　　Merger ratio 

Fig.15 merginessを用いて 
mergerを判別できている割合 


